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1 
鳩尾にパンチ 

 中島、床に両手をついてうずくまる 

左頬に右パンチ 

 

鳩尾にパンチ 

 中島、床に両手をついてうずくまる 

2 

ローキック下腹？順番不明 中島床に吹っ飛ばされ、 

後ろの机で背中を強打 

高井助けに入るも、押しやられる 

ローキック下腹？順番不明 

3 

ローキック下腹？順番不明 襟首を掴まれ起こされて 

鳩尾に右パンチ 

中島「…なんで」 

ローキック下腹？順番不明 

4 
ローキック胸？順番不明 顎に下から右アッパー ローキック胸？順番不明 

5 
ローキック胸？順番不明 

 中島「なんで、僕がこんな目に」 

再び頬に右パンチ 

 

ローキック胸？順番不明 

 

6 

口に靴先がねじ込まれる 

 京子「女みたいな顔してこいつ、 

いっちょまえに、 

キスしようとしたんだから」 

鼻血 

襟首掴まれ 

鳩尾に右膝蹴り 

 中島「ぼくの話を聞け……」 

口に靴先がねじ込まれる 

  

 

7 

鳩尾にパンチ 

近藤に抱きかかえられ、 

倒れることもできない中島 

ヒステリックな笑い声をあげる 

京子 

右肩掴まれ起こされて 

頬にパンチ 

 

 近藤「言い訳なんざ、 

聞きたくねェんだよ。（略）」 

背中をけられ、床に這いつくばる 

 京子「こいつ女みたいな顔してる 

くせに、いっちょまえに 

キスしようとしたんだから」 

 中島「嘘だ……」 

 級友の高井だけが心配そうに 

中島を見つめているが、止めに 

入るまでの勇気はない 

8 

中島「ちくしょう、殺してやる」 

近藤「なんだよ、その目は」 

頬にパンチ 

吹っ飛ばされ背中強打 

飯田教諭来るが見て見ぬふり 

 近藤、左手だけで中島を引きずり 

起こす 

鳩尾にパンチ 

9 

 京子「ねぇ、もういいんじゃない」 

 近藤「おう、お許しがでたぜ」 

頬にパンチ 

近藤「オカマみてぇなツラ 

しやがって」 

頬にパンチ 

中島（ちくしょう。 

許さない……許さないぞ） 

 近藤「なんだよ、その目は」 

頬にパンチ 

10 
 近藤「京子にキスするなんざ」 

肩を掴まれ頬にパンチ 

歯が折れる 

11 

 近藤「覚悟の上なんだろうが」 

頭を掴まれ机に叩きつけられる 

京子「ねぇ、もういいんじゃない」 

 近藤「おう、お許しがでたぜ。 

それにしても弱っちぃガキだな。 

なぐり甲斐がネエぜ」 

ぼろ布のようになった中島、 

床に転がされる 

12 
 顔に左キック  

13 

 京子「近藤君 それくらいで… 

許してあげたら」 

近藤「お許しが出たぜ 中島」 

肩を掴まれ頬にパンチ 

 

 


